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　　　業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。　　　業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。
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注意注意

20082008年度年度 第第33四半期四半期
決算説明会決算説明会

（２００８年４月～（２００８年４月～1212月）月）

ご承知のように、昨年の秋以降、米国大手証券の破綻をきっかけにした金融危
機が深刻度を増し、世界各国の金融市場や実体経済に大きな打撃を与えていま
す。そして、先行き不透明感に対する心理的な収縮も影響し、消費や投資、　
雇用、貿易などあらゆる分野の経済活動が、これまでにないスピードと激しさ
で悪化しています。

欧米経済をはじめ日本も本格的な景気後退に突入し、今後は世界的な景気停滞
と大量失業時代の到来が現実味を帯び始め、企業の存亡が問われる極めて困難
な時代が到来したという認識でおります。

当社におきましても、景気後退による主要製品の需要の減少に加え、急激な円
高による売上、利益の減少はこれまでにないほど急激なものとなっております。
こうした事業環境の激変に対応して、当社は、コストをはじめすべての経費の
大幅削減、設備投資の抑制や減産による在庫圧縮を積極的に進めてまいりまし
たが、外部環境悪化のスピードは企業努力の及ぶ範囲を超えるところとなって
おります。年度末にかけて経営環境は更に悪化するものと見ており、2008年度
の通期業績見通しを下方修正いたします。

本日は、第3四半期の業績概況についてご説明させていただいた後に、業績修正
の具体的な数字をお話させていただきます。
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（単位：億円）（単位：億円）

-145.16円58.64円203.80203.80円円1株当たり当期純利益

-71.6-7442951.5％1,0391,0394.94.9％％当期純利益

-69.6-1,2925633.0％1,8551,8558.78.7％％税金等調整前　　　　　
当期純利益

-53.6-955825 4.3％1,7801,7808.38.3％％営業利益*

-10.9-2,33219,042100.0％21,37421,374100.0100.0％％売上高

％％金額金額

増減増減20082008年度年度
99ヶ月通算ヶ月通算

20072007年度年度
99ヶ月通算ヶ月通算

-14円

-12円

103円

151円

117117円円

163163円円

為替：米ドル

ユーロ

<参考> 営業利益増減要因（対07年度9ヶ月通算）：

第３四半期以降の急激な事業環境悪化と為替円高進行により、大幅減益

（単位：億円）（単位：億円）

20082008年度第３四半期（９ヶ月）連結業績年度第３四半期（９ヶ月）連結業績

為替影響　▲210　　原材料価格上昇　▲125　　販売増減他　▲620

＊構造改革（含Ｓ＆Ｓ）費用　　07年度9ヶ月　97億円、08年度 9ヶ月　70億円　を含む

まず、2008年度9ヶ月累計の業績についてご説明いたします。

売上高につきましては、1兆9,042億円、前年同期比10.9%減となりました。

減収の主な要因としましては、為替の急激な円高があげられます。

また、カラーフィルムやデジタルカメラなどのイメージングソリューション

部門の売上が引き続き減少したことに加えて、上期まで順調であったフラッ

トパネルディスプレイ材料などのインフォメーションソリューション部門およ

びドキュメントソリューション部門の売上が、9月以降の世界的景気悪化に伴い

大きく減少しました。

なお、減収額2,332億円に占める円高影響額は1,092億円です。　　　　

営業利益につきましては、825億円、前年同期比で53.6%減となりました。

955億円の減益となった主な要因は、販売数量・単価ダウンなどの影響が

約620億円。他に為替円高影響が210億円、銀などの主要原材料

価格の高騰影響125億円となりました。

特に、世界的な市場減速と為替変動など事業環境が激変した第３四半期

３ヶ月間の概況は１３ページ目の資料をご覧ください。

売上高は、前年同期比22.4%減の5,657億円、営業利益は、前年同期比98.2％減

の13億円となりました。減収額1,636億円にしめる円高影響額は590億円であり

ます。



22*セグメント間取引消去後

イメージングイメージング ソリューションソリューション

単位：億円単位：億円

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

　　　　 [ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高
営業利益

　カラーフィルムの市場縮小に加え、

　　単価下落が継続するデジタルカメラなど、

　　主要製品全般で売上が減少。

　為替円高影響　（△354億円）

売上高売上高売上高

営業利益営業利益

3,364億円（前年比 24.2 ％減）

△79億円（前年比 赤字化）

　カラーフィルムなどの売上減少による

　　利益減に加え、デジタルカメラの単価下落や

　　為替円高影響も収益を圧迫。　

事業別セグメント情報（９ヶ月）事業別セグメント情報（９ヶ月）

4,437

3,364

160

2007年度9ヶ月 2008年度9ヶ月

[3.6[3.6％％]]

[[△△2.42.4％％]]

（△（△24.224.2％）％）

△79

イメージングソリューション部門についてご説明します。

カラーフィルムやカラーペーパー、デジタルミニラボの需要縮小、

デジタルカメラの競争激化、及び、為替円高などにより、

売上高は3,364億円、前年同期比24.2%減となりました。

当部門は、イメージング製品全般の販売数量減少やデジタルカメラの

価格下落による利益減に加え、銀価格の上昇や為替円高などの影響を

受け、79億円の営業損失となりました。

第３四半期のみの業績については、１４ページをご参照ください。

イメージング製品の販売数量減やデジタルカメラの単価下落や急激な

ユーロ安などが要因となり、営業利益は約20億円の赤字となりました。
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サブセグメント売上高サブセグメント売上高サブセグメント売上高

単位：億円

％：売上構成比

ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ等ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ等

電子映像電子映像

ラボ・ラボ・FDiFDi

ｶﾗｰﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾗｰﾍﾟｰﾊﾟｰ
薬品等薬品等

　市場縮小による売上減少が継続。

フォトブックなど付加価値プリントの販売促進施策を引き続き強化。

カラーフィルム等カラーフィルム等カラーフィルム等

　インクジェットドライミニラボの販売は着実に増加。ﾌｫﾄﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞﾌｫﾄﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞ
機器機器

電子映像電子映像電子映像

カラーペーパー・薬品等カラーペーパー・薬品等カラーペーパー・薬品等

フォトフィニッシング機器フォトフィニッシング機器フォトフィニッシング機器

事業別セグメント情報（９ヶ月）事業別セグメント情報（９ヶ月）

1414％％

3131％％

2323％％

77％％

1717％％

4,437

９ヶ月累計でのデジタルカメラ販売台数は、ワールドワイドで670万台。

　　景気悪化による需要低迷の影響を受けるが、販売数量は昨年度並みに推移。

　大幅な単価下落の影響を受け、売上高は減少。

（前年比： 25％減）

（前年比： 24％減）

（前年比： 18％減）

622622

1,3711,371

1,0351,035

287287

759759

　397億円　（前年比： 36％減）

　 1,029億円

　786億円

236億円

3,364

1212％％

3131％％

2323％％

77％％

1818％％

2007年度9ヶ月 2008年度9ヶ月

1,0291,029

595595

236236

786786

397397

イメージングソリューションの各事業の状況はご覧の通りとなってい

ます。

カラーペーパーにつきましては、主要国での拡販を進めておりますが、

価格競争の激化や円高影響などにより、売上高は減少しました。

引き続き、付加価値プリントの販売促進施策を強化していきます。

デジタルカメラは、世界的な景気減速による需要の鈍化や競争激化に

よる価格下落の影響を受け、販売台数は昨年並みに推移したものの、

売上高は減少しました。デジタルカメラについては、オペレーション

は引き続き厳しいものとなっておりますが、採算改善のための取組み

を着実に進めております。SCMを強化し、１２月末での在庫台数は昨年

度同期末より約３０％低減しました。また、製造コストに徹底的にメ

スを入れ、大幅コストダウンを実現してまいります。販売戦略の見直

しも進めており、コモディティ化が進んだ市場を絞り込み、当社製品

の価値を訴求可能な市場の重点化を早急に進めていきます。

今後は、新開発のＣＣＤ「Super CCD ハニカム　ＥＸＲ」などの独自

技術を活かした製品の導入による差別化を図ってまいります。



44*セグメント間取引消去後

インフォメーションインフォメーション ソリューションソリューション

*セグメント間取引消去後

2007年度9ヶ月 2008年度9ヶ月

単位：億円単位：億円

事業別セグメント情報（９ヶ月）事業別セグメント情報（９ヶ月）

液晶関連市場の急速な悪化の影響で、

　　上期まで好調であったフラットパネルディスプレイ材料の

　　販売が減少したことなどにより、減収。

　為替円高影響　（△454億円）

売上高売上高売上高

営業利益営業利益

7,379億円（前年比 9.7％減）

　　　　 [ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高
営業利益

（△（△9.79.7％）％）

[12.8[12.8％％]]

344億円（前年比　67.1％減）

3Q以降の市況悪化に伴う主要製品の販売数量の減少

　 に加え、為替円高の影響等により大幅減益。

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

[[4.74.7％％]]
（△（△67.167.1％）％）

8,170 7,379

1,045

344

インフォメーションソリューション部門は、上期まで好調であった

フラットパネルディスプレイ材料の販売が、液晶関連市場の急速な悪化

により販売が急減したことなどにより、売上高は7,379億円、

前年同期比9.7％減となりました。

当部門の営業利益は、344億円、前年同期比67.1％減となりました。

第３四半期以降の市況悪化に伴う主要製品の販売数量の減少に加え、

為替円高影響により、大幅な減益となりました。

第３四半期のみの業績は１５ページをご参照ください。

全事業において受注が大幅に減退しており、売上高は前年同期比

28.4％減の1,964億円、営業利益は128億円の赤字になりました。
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ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ

・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

グラフィックグラフィック
システムシステム

情報・産業機材情報・産業機材

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

景気悪化の影響により印刷需要が減少し、印刷材料全般の売上が減少。

生産性を向上したﾜｲﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ「Acuity advance」を欧米で発売。

ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

グラフィックシステムグラフィックシステムグラフィックシステム

記録メディア記録メディア

事業別セグメント情報（９ヶ月）事業別セグメント情報（９ヶ月）

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

記録メディア記録メディア記録メディア

情報・産業機材情報・産業機材情報・産業機材

（前年比：15％減）

（前年比：23％減）

（前年比： 8％減）

　主力のデータメディアの最大の市場である米国経済の悪化影響などにより

　　販売が低迷。

　光学デバイス分野で、需要拡大が続いていたカメラ付き携帯電話用

　　レンズユニットの受注が、11月以降減少。

　ﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの大幅な生産調整の影響により、売上が３Ｑ以降に急落。

2525％％

2828％％

1919％％

99％％

1818％％

8,170

単位：億円

％：売上構成比

2,0012,001

2,3232,323

1,5871,587

710710

1,4871,487

　1,932億円

　2,114億円

　1,347億円

　544億円

　1,375億円

サブセグメント売上高サブセグメント売上高サブセグメント売上高 （前年比： 3％減）

（前年比： 9％減）

1,9321,932

2,1142,114

1,3471,347

544544

1,3751,375

2626％％

2929％％

1818％％

77％％

1919％％

7,379

国内での診療報酬改定影響及び内視鏡製品の競争激化や米国での

　　機器販売低迷などにより売上が減少。販売体制の強化等、拡販施策を推進中。

販売が拡大する医療ＩＴシステム事業強化の為、中国天健社、米Empiric社を

　 子会社化。

　直接変換型ＦＰＤ搭載ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｼｽﾃﾑ「AMULET」、

　　ﾌﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ電子内視鏡ｼｽﾃﾑの最上位ｼﾘｰｽﾞ 「Advancia」を国内で発売。

2007年度9ヶ月 2008年度9ヶ月

【光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ】【光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ】
【【797797】】 【【729729】】

インフォメーションソリューションの各事業の状況はご覧の通りです。

メディカルシステム・ライフサイエンス事業は、国内の診療報酬改定

の影響や内視鏡製品の競争激化、米国での機器販売低迷などにより

売上が減少しました。拡大する医療ネットワーク分野では、中国及び

米国で医療ＩＴシステム会社を子会社化したほか、大病院の高度な治

療ニーズにこたえる電子内視鏡システムの最上位シリーズを国内で発

売するなど引き続き、競争力を強化しています。

フラットパネルディスプレイ材料事業は、パネルメーカーの急激な

生産調整の影響が10月以降に拡大し、この１０月～１２月においては、

前年同期比65％減と売上が急落しました。第４四半期はさらに厳しい

市況となる見込みであり、減産体制を強化するため、採算は悪化する

見込みです。先行きにつきましては　今年度下期で需要の底が見えつ

つあり、来年度からは実需ベースに回復し、成長軌道に戻ると予想し

ています。
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　ドキュメント　ドキュメント ソリューションソリューション

*セグメント間取引消去後*セグメント間取引消去後*セグメント間取引消去後

2007年度9ヶ月 2008年度9ヶ月

単位：億円単位：億円

　　　　 [ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

売上高
営業利益

事業別セグメント情報（９ヶ月）事業別セグメント情報（９ヶ月）

売上高売上高売上高

営業利益営業利益

8,299億円（前年比　5.3％減）

589億円（前年比 2.9％減）

[6.9[6.9％％]]

為替円高影響　（△284億円）

8,767 8,299

589
607 [[7.07.0％％]]

（△（△2.92.9％）％）

（△（△5.35.3％）％）

急速な事業環境の悪化による欧米向け輸出の
減速と米ドル、アジア・オセアニア通貨の大幅な
為替変動によるマイナスインパクトにより減少

原価改善や販売費及び一般管理費の削減に取り
組んだものの、売上総利益の減少を補いきれず　
減益

ドキュメントソリューション部門は、第３四半期に入ってからの事業

環境悪化に伴う欧米向け輸出の減速、米ドル、アジア・オセアニア通

貨の急激な為替変動による影響の拡大などにより、売上高は8,299億円、

前年同期比5.3％減となりました。

当部門の営業利益は、景気減速の逆風の中、原価改善や販売費及び一般

管理費の削減などを推進したことなどにより589億円、前年同期比2.9％

減となりました。

第３四半期のみの業績は１６ページをご覧下さい。

売上高は、前年同期比12.8％減の2,641億円、営業利益は35％減の170億

円となりました。
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オフィスプロダクトオフィスプロダクトオフィスプロダクト

オフィスプリンターオフィスプリンターオフィスプリンター

プロダクションサービスプロダクションサービスプロダクションサービス

グローバルサービスグローバルサービスグローバルサービス

オフィスオフィス
プロダクトプロダクト

オフィスオフィス
プリンタープリンター

プロダクションプロダクション
サービスサービス

グローバルグローバル
サービスサービス

事業別セグメント情報（９ヶ月）事業別セグメント情報（９ヶ月）

5454％％

1717％％

1212％％

66％％

8,767

（前年比： 5％減）

（前年比： 5％減）

（前年比： 8％増）

サブセグメント売上高サブセグメント売上高サブセグメント売上高

単位：億円

％：売上構成比

　4,566億円

　1,409億円

　1,025億円

　 614億円

4,8204,820

1,4901,490

1,0781,078

570570

4,5664,566

1,4091,409

5454％％

1717％％

1,0251,025
1212％％

614614 77％％

8,299

2008年度9ヶ月2007年度9ヶ月

（前年比： 5％減）

市場全体の需要低迷により自社ブランド商品、OEM向け商品ともに減
少。

欧米向け輸出、アジア・中国地域ともにカラー機の出荷、販売台数が
大幅に増加。

欧米向け輸出でライトプロダクション・カラーシステムの出荷台数が
大幅に増加。

アジア・中国地域においては、急速な景気悪化と為替変動の影響に
より売上が低調に推移。

　ドキュメントアウトソーシングビジネスが国内外ともに引き続き伸長。

国内ではLEDプリントヘッド搭載のフルカラーデジタル複合機や低価
格のカラーデジタル複合機の販売が好調に推移。

アジア・中国地域においては、急速な景気悪化と為替変動の影響によ
り売上が低調に推移。

ドキュメントソリューションの各事業の状況はご覧の通りです。

オフィスプロダクト事業は、国内では、市場全体の需要が減少する中、

ＬＥＤプリントヘッド搭載のフルカラーデジタル複合機などカラー機の販売

台数は増加しました。欧米向け輸出においては、米ゼロックス社による資源国・

新興国での販売が好調であったことなどから、販売台数は増加した一方、低価格

品の構成比が上昇したことにより、売上高は減少しました。

この１０～１２月では、国内での消耗品の売上が鈍化したとともに、アジア・

中国地域においても機器販売台数が減少するなど、景気後退の影響が顕在化

しております。

オフィスプリンター事業は、国内では市場全体の需要が減少し、販売台数が

減少しました。海外向けでは、販売・輸出ともにカラー機の出荷が、伸長し

ました。

プロダクションサービス事業は、国内では出荷台数が大幅に増加する一方、

アジア・中国地域では低調に推移しました。
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業績の見通し業績の見通し

次に、通期業績見通しについてご説明致します。
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115円

162円

-1円

-5円

101円

147円

100円

142円

為替　：米ドル

　　　　：ユーロ

1,044

1,993

2,073

28,468

-87.5

-99.4

-81.3

-14.7

％金額

158.61円

800

1,630

1,600

28,500

対前回予想

205.43円-138.14円20.47円
1株当たり

当期純利益

7.3％-1,3005.6％3001.2％営業利益

0.4％

0.0％

100.0％

2.8％

5.7％

100.0％

2007年度
実績

100

10

24,300

2008年度
修正予想

3.7％

7.0％

100.0％

-700当期純利益

-1,620

-4,200

2008年度
10/30予想

税金等調整前

当期純利益

売上高

（単位：億円）

急激な事業環境の悪化を織り込み、通期業績予想を下方修正

20082008年度年度 通期業績予想修正通期業績予想修正

＊為替感応度（年間/対営業利益）　US＄　12億円　ﾕｰﾛ　7億円　　　　

先行きを見通すのは非常に厳しい状況でありますが、世界的な需要減少と

円高傾向は当面継続すると見ており、そうした状況を織り込み、

連結売上見込みを2兆4,300億円に、連結営業利益見込みを300億円、　　

純利益を100億円と予想を大幅に修正しました。

セグメント別の業績予想及び為替前提につきまして、１２ページをあわせ

てご覧下さい。

第4四半期に約500億円の大幅な営業赤字を計上する予想となっております。

これは主に、イメージング事業での売上減、構造改革費用計上による利益

減、フラットパネルディスプレイ材料事業、光学デバイス事業でのさらな

る減産による採算の悪化。そして　ドキュメント事業の機器・消耗品販売

減と構造改革費用の計上など　最新情報に基づくリスク要因をすべて織り

込んだことによるものです。
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グループ全体を対象に徹底的かつスピーディに
スリム化を展開

厳しい環境を生き抜き、環境好転時の上昇モメンタ
ムに乗れる体制を確立

構造改革構造改革

新たな成長に向けグループを挙げ構造改革を断行

ご説明しました通り、今期の業績見通しは非常に厳しい状況でございますが、こ
うした環境を生き抜き成長を勝ち取るため、新たな構造改革の実施を決めまし
た。

2005・2006年にイメージング事業を中心に構造改革を実施してまいりましたが、
今回はこれまでの枠を超え、グループ全体を対象に、聖域なく、開発・生産・販
売など全ての経営活動にわたって徹底的な効率化とコスト削減を進め、一段と
強靭な会社をつくりあげてまいります。

未曾有の環境悪化を生き抜くためには、今回の構造改革は一気呵成にやり遂
げる必要があると考えています。費用は大きく膨らむ予定ですが、市況回復局
面において富士フイルムが早期に成長軌道に乗っていくために必要なあらゆる
施策を盛り込み、多大な効果を得られる内容とするつもりです。

構造改革プランの内容は現在検討中であります。具体策が確定した時に、その
詳細についてご説明させていただきます。
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FPD材料/カメラ付き携帯電話レンズ

2008年度下期を底に、2009年度から徐々に回復へ

デジタルカメラ

在庫削減、製造コストダウンにより2009年度に大幅損益
改善を見込む

ドキュメント事業

先進国需要回復時期は不透明も、新興国需要取り込み、
国内業務革新プログラム推進で利益確保

今後の見通し今後の見通し

主要事業の来期見通し

今年度業績悪化インパクトが大きかった事業について、ご覧の通り来年度を見
通しております。

FPD材料やカメラ付き携帯レンズについては、今年度下期を底に、徐々に回復
に向かうと見ています。さらに、デジカメ事業では、先ほどご説明した通り在庫削
減を進めているほか、製造コストの削減により大幅な損益改善を見込んでいま
す。また、ドキュメント事業では、先進国での需要回復には少し時間がかかるも
のの、新興国での需要取り込みによって成長を狙います。

これらオペレーション面での回復に加え、構造改革の効果の早期刈り取りにより、
再び成長軌道に乗ることを目指してまいります。

以上、決算概況及び今年度の業績予想についてご説明いたしました。
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20082008年度年度 通期業績予想修正通期業績予想修正((セグメント別）セグメント別）

参考データ参考データ

08年度通期 08年度通期 08年度９ヶ月 08年度４Ｑ 07年度通期

（修正予想） （10/30公表） （実績） （修正予想） （実績）

イメージング 売上 4,100 4,600 3,364 736 5,471

営業利益 -7.3% -300 -7.8% -360 -2.4% -79 -30.0% -221 -0.4% -24

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ 売上 9,400 11,800 7,379 2,021 11,081

営業利益 1.1% 100 8.9％ 1,050 4.7％ 344 -12.1% -244 11.5％ 1,274

ドキュメント 売上 10,800 12,100 8,299 2,501 11,916

営業利益 5.1% 550 7.9％ 950 7.0％ 589 -1.6% -39 7.2％ 867

-250 -400 -70 -180 -330

セグメント間取引消去等 -50 -40 -29 -21 -44

合計 売上 24,300 28,500 19,042 5,258 28,468

営業利益 1.2% 300 5.6％ 1,600 4.3％ 825 -10.0% -525 7.3％ 2,073

為替 米ドル 100円 101円 103円 90円 115円

ユーロ 142円 147円 151円 115円 162円

＜上記営業利益に含まれる
構造改革費用の合計＞

（単位：億円）（単位：億円）

＜当スライドは配付資料です＞
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（単位：億円）（単位：億円）

-109.38円-31.99円77.3977.39円円1株当たり　　　　　　　
四半期純利益

--551-159-2.8％3923925.45.4％％四半期純利益

--961-254-4.5％7077079.79.7％％税金等調整前　　　　　
四半期純利益

-98.2-68013 0.2％6936939.59.5％％営業利益*

-22.4-1,6365,657100.0％7,2937,293100.0100.0％％売上高

％％金額金額

増減増減20082008年度年度
第第33四半期四半期

20072007年度年度
第第33四半期四半期

-16円

-36円

97円

128円

113113円円

164164円円

為替：米ドル

ユーロ

<参考> 営業利益増減要因（対07年度3Q）： （単位：億円）（単位：億円）

為替影響　▲101　　原材料価格上昇　▲10　　販売増減他　▲570

＊構造改革（含Ｓ＆Ｓ）費用　　07年度3Q　54億円、08年度3Q  29億円　を含む

参考データ参考データ

20082008年度第年度第33四半期四半期 連結業績連結業績

＜当スライドは配付資料です＞
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2007年度3Q 2008年度3Q

*セグメント間取引消去後

イメージングイメージング ソリューション　第３四半期ソリューション　第３四半期

単位：億円

1,520

1,052

2007年度3Q 2008年度3Q

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

　　　　[ ]：営業利益率

　 ( )：前年比

売上高
営業利益

（△（△30.8％））

ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ等ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ等

電子映像電子映像

ラボ・ラボ・FDiFDi

ｶﾗｰﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾗｰﾍﾟｰﾊﾟｰ
薬品等薬品等

ﾌｫﾄﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞﾌｫﾄﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞ
機器機器

ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高
単位：億円

1,520

1111％％

2323％％

66％％

1818％％

1,052

174174

343343

8787

274274

512512

4141％減％減

3535％減％減

3535％％減減

2121％減％減

3030％減％減

対前年比

3434％％

％：売上構成比％：売上構成比

[[3.9％]]

102102

222222

5656

216216

1010％％

2121％％
55％％

2121％％

3434％％

5959 358358

△20

[[△△1.91.9％％]]

参考データ参考データ

＜当スライドは配付資料です＞
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2007年度3Q 2008年度3Q

*セグメント間取引消去後

インフォメーションインフォメーション ソリューション　第３四半期ソリューション　第３四半期

単位：億円単位：億円

2,744

1,964

385

2007年度3Q 2008年度3Q

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

　　　　[ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高
営業利益

（△（△28.428.4％）％）

[[14.0％]]

単位：億円

2323％％

ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ
・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｸﾞﾗﾌｨｯｸ
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

記録メディア記録メディア

情報・産業機材情報・産業機材

2828％％

2020％％

99％％

1919％％

2,744

638638

765765

557557

253253

513513

対前年比

77％減％減

2020％減％減

6565％減％減

3939％減％減

2424％減％減

％：売上構成比％：売上構成比

ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高

[[△6.5％]]

1,964

595595

611611

154154

389389

3030％％

3131％％

88％％

2020％％【光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ】【光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ】
【【281281】】

195195
1010％％

【【201201】】

△128

参考データ参考データ

＜当スライドは配付資料です＞
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2007年度3Q 2008年度3Ｑ

　ドキュメント　ドキュメント ソリューション　第３四半期ソリューション　第３四半期

*セグメント間取引消去後*セグメント間取引消去後*セグメント間取引消去後

2007年度3Q 2008年度3Q

単位：億円単位：億円

　　　　[ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

売上高
営業利益

3,029
2,641

170

261

[[6.46.4％％]]

（△（△35.035.0％）％）

[8.6[8.6％％]]

単位：億円

オフィスオフィス
プロダクトプロダクト

オフィスオフィス
プリンタープリンター

プロダクションプロダクション
サービスサービス

グローバルグローバル

サービスサービス

その他その他

5555％％

1212％％

202202

1,6601,660

1717％％

3,029

1212％減％減

対前年比

1313％減％減

1515％減％減

22％増％増

517517

367367

77％％

％：売上構成比％：売上構成比

ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高ｻﾌﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ売上高

2,641

1,4581,458

451451

313313

207207

5555％％

1717％％

1212％％

88％％

（△（△12.812.8％）％）

参考データ参考データ

＜当スライドは配付資料です＞
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20082008年年1111月～月～1212月にかけ更なる自己株式取得月にかけ更なる自己株式取得

350341341買付価額（億円）

6,7006,700

2007年度

15,780

2008年度

取得株式数（千株）

合計

2008年度

株主還元額

約520億円
（見通し）

自己株取得と配当を合わせた株主還元額は約自己株取得と配当を合わせた株主還元額は約520520億円の見込み億円の見込み

配当額
２Ｑ（実績）　

年間（予定）　

17.50円　

35 円

（配当額＋自己株式取得額）

5.1％

2008年度第３Ｑ末

自己株保有比率

参考データ参考データ

＜当スライドは配付資料です＞
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参考データ参考データ

　海外売上高　　海外売上高　

1,187
722935

2,642

3,5023,593

　海外売上高、構成比％
　国内売上高

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

75.2%75.2% 78.9%78.9%

0606年度年度99ヶ月ヶ月 0707年度年度99ヶ月ヶ月

3,192 2,9913,194

4,388

4,976
4,311

0606年度年度99ヶ月ヶ月 0707年度年度99ヶ月ヶ月

57.5%57.5%

5,223 4,8315,099

3,468
3,668

3,179

0606年度年度99ヶ月ヶ月 0707年度年度99ヶ月ヶ月

60.9%60.9% 41.8%41.8%37.8%37.8%

0808年度年度99ヶ月ヶ月

78.5%78.5%

59.5%59.5%

0808年度年度99ヶ月ヶ月

41.8%41.8%

0808年度年度99ヶ月ヶ月

（単位：億円）（単位：億円）

＜当スライドは配付資料です＞
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（単位：億円）（単位：億円）有形固定資産の設備投資額有形固定資産の設備投資額※※

※ドキュメントソリューション部門のレンタル機器を除く。

イメージング

インフォメーション
ドキュメント

■ 全社

年　度年　度年　度第3四半期第第33四半期四半期

参考データ参考データ

9ヶ月累計99ヶ月累計ヶ月累計

334334

1,0051,005

378378

1,1441,144

2

861861

294294

13
92 92

146

207 243 121

35
42

27

06年度 07年度 08年度

242 256 292

639
748

468

124
139

99

1

06年度 07年度 08年度

481 507

960 1,015

198
179

06年度 07年度 08年度（予）

1,6521,652 1,7021,702 1,3001,300

1 1

＜当スライドは配付資料です＞
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減価償却費減価償却費 （単位：億円）（単位：億円）

有形固定資産※の減価償却費　　

※ドキュメントソリューション部門のレンタル機器を除く

419419 382382322322

第3四半期第第33四半期四半期 年　度年　度年　度

1,5001,5001,5961,5961,4641,464

イメージング

インフォメーション

ドキュメント
■ 全社

参考データ参考データ

1,1471,147 1,1211,1211,0791,079

491491

　　1,5911,591

575575

　　1,6651,665

4411
743 810

882

1,074

528

378

1 6

06年度 07年度 08年度（予）

　　2,1542,154 　　2,2682,268 　　2,1002,100

536536

11

　　1,5921,592

44185 206 197

219
294 299

87

74 39

06年度 07年度 08年度

544 593 578

634
792 849

413

276 161

06年度 07年度 08年度

9ヶ月累計99ヶ月累計ヶ月累計

＜当スライドは配付資料です＞
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（単位：億円）（単位：億円）研究開発費研究開発費

第3四半期第第33四半期四半期 年　度年　度年　度

参考データ参考データ

1,7701,770 2,0002,000

425425

：売上高に対する研究開発費の比率 (%)

9ヶ月累計99ヶ月累計ヶ月累計

1,3311,331 1,3451,345

1,8761,876

438438

1,4411,441

6 .0 6 .0

8 .6

06年度 07年度 08年度

7.6

6.36.5

06年度 07年度 08年度

8.2

6.4

6.6

06年度 07年度 08年度（予）

484484

＜当スライドは配付資料です＞
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（単位：億円）（単位：億円）

第3四半期第第33四半期四半期 年　度年　度年　度

25.926.7

28 .3

06年度 07年度 08年度

1,9121,912

参考データ参考データ

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

：売上高に対する販売費及び一般管理費の比率 (%)

9ヶ月累計99ヶ月累計ヶ月累計

27.126.427.4

06年度 07年度 08年度

5,6685,668

7,6017,601 7,5917,591

1,8891,889

5,6305,630

26.7

27 .3

06年度 07年度

1,6041,604

5,1655,165

＜当スライドは配付資料です＞



2323

参考データ参考データ

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

199

1,197

1,882
1,842

998

1,790

2,324

92
△482

06年度9ヶ月 07年度9ヶ月 08年度9ヶ月

（単位：億円）（単位：億円）
営業活動CF
投資活動CF
ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

　　

キャッシュフロー

07年度9ヶ月 08年度9ヶ月

四半期純利益 1,039 294
減価償却費 1,665 1,592

運転資本増減額 -486 -68
未払法人税等他負債の増減 -430 -776

その他 94 155

営業活動によるCF 1,882 1,197

設備投資 -1,149 -1,118
事業買収 - -41

有価証券・投資有価証券等の売却・購入 1 312
その他 -642 -151

投資活動によるCF -1,790 -998

フリーキャッシュフロー 92 199

＜当スライドは配付資料です＞
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2,399

3,309

3,847

06年度末 07年度末 08年度3Q末

参考データ参考データ

現金及び現金同等物現金及び現金同等物

　　　　　

有利子負債有利子負債

社債及び長期借入金
社債及び短期借入金

　 D/E レシオ（倍）　

1,060 1,138 786

2,549
2,5622,680

0.20.20.2

06年度末 07年度末 08年度3Q末

3,740 3,700

（単位：億円）（単位：億円）

3,335

＜当スライドは配付資料です＞
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棚卸資産棚卸資産

参考データ参考データ

4 ,165
4 ,1683,936

06年度末 07年度末 08年度3Q末

1.7ヶ月 1.8ヶ月

5,017

5,9696,056

06年度末 07年度末 08年度3Q末

2,752

3,4283,339

06年度末 07年度末 08年度3Q末

受取債権受取債権 支払債務支払債務

2.6ヶ月 2.5ヶ月

（単位：億円）（単位：億円）
（保有月数）（保有月数）

2.0ヶ月
2.4ヶ月

＜当スライドは配付資料です＞
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富山化学工業㈱新薬開発スケジュール

参考データ参考データ

開発番号 薬効 地域

非臨床試験 P I P II P III 申請 剤形

T-614 抗リウマチ剤 日本 経口

T-3262 細粒 ニューキノロン系合成抗菌剤 日本 経口
*

T-3811 ニュータイプのキノロン系合成抗菌剤 日本 注射
**

米国 経口/注射

欧州

T-3762 ニューキノロン系合成抗菌剤 日本 注射
***

T-817MA アルツハイマー型認知症治療剤 米国 経口

T-5224 抗リウマチ剤 日本 経口

（R7277） 海外

T-705 抗ウイルス剤 日本 経口

米国

T-1106 抗ウイルス剤 日本 経口

T-2307 抗真菌剤 日本 注射

*  錠剤は「オゼックス錠」として発売

** 経口剤は「ジェニナック錠」として発売

***発売中の「パシル点滴静注液」の用量追加

※前回（2008年10月30日）公表時からの変更点： なし。なお、T-705の一般名（INN）はファビピラビルに決定

開発段階

＜当スライドは配付資料です＞
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為替、人員為替、人員

為替為替

人員人員

（単位：円）（単位：円）

参考データ参考データ

＊為替感応度（年間/対営業利益）　US＄　12億円　ﾕｰﾛ　7億円　　　　

78,76578,765

2008.62008.6末末

78,22878,228

2008.92008.9末末

78,20378,203

2008.122008.12末末

78,32178,321

2008.32008.3末末

79,27979,279

2007.122007.12末末

連結連結

163

117

162

115

159

106

4Q

164

113

3Q

9 ヶ月

162

118

2Q

162

121

1Q

2007年度

115

90

4Q
予想

予想

142

100

151

103

9 ヶ月

128

97

3Q

162

108

2Q

163

104

1Q

2008年度

ユーロ

米ﾄﾞﾙ

＜当スライドは配付資料です＞



経営企画部経営企画部 IRIR室室

http://www.fujifilmholdings.com

わたしたちは、先進・独自の技術をもって、

最高品質の商品やサービスを提供する事により、

社会の文化・科学・技術・産業の発展、

健康増進、環境保持に貢献し、

人々のクォリティ オブ ライフのさらなる向上に寄与します。


